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　　　　荘子注釈書体例考《其の2》
　　　　　　　　　承前
　　　　　　　　　　　　　平木真快
　《其の2》は，《其の1》で検証した資料23件の一覧表を付録した後に，
⑳：1578年，南華真経副墨，陸長庚から，⑳：1613年，荘子翼評点，董懲策
までを収録する。
　　　　　　　体例一覧表
　　　　　　　　①一⑳　　　　　　　　　　　　　　凡例Ol有る　　　　　　　　　　　　　　　　×：無い　　　　　　　　　　　　　　　　◎：初出
No書名著者 成書 依拠 自序 他叙 目次 雑説 原文 音注 小注 改行 句点 読点 符号 篇旨 特異
一字
下 蹟
1荘子注郭　象 312宋 ◎ × ◎ × 0O ○ × × × × ◎ × × ×
2治　　要魏　　徴 631※1
3音　　義陸徳明 636清中 × × × × × OO × × × × ○ × × ×
4荘子疏成玄英 663清末 ○ × × × ○ × ○ × × × × ×
???
× ×
5荘子選文如海 755明 × × × × × × × × × × × ○ × × ×
6意　　林馬　　総 786清中 × × × × O × ○ × × × × × ??? × ×
7新　　伝王元沢 1070明 × ◎ × × ○ × ○ × × × × × × ◎ ×
8荘子解呂恵卿 1084民国 ○ O ○ × ○ × ○ × × × × × × × ×
9章句音義陳景元 1084清末 ○ × × × × OO × × × ×
??? ?? ?『 ×
10關　　誤陳景元 1084明 × × × × × × × × × × × ×
???
× ×
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11直　　音質善翔 1086明 O × ○ × × ○ × × × × × × ??7 × ×
12口　義林希逸 1260明 O × × × ○ × ○ × × × ×
???
× O ×
13点　　校劉辰翁 1294明 × × ○ × ○ × O × × ×
??? ??? ?? O ×
14訂　　正呉　　澄 1331明 × × × × O × × × × × × × × × ×
15循　　本羅勉道 1367明初 O × × × ○ × O × × × ×
???
× O ×
16標　　略張　　位 1538明末 × × × × O × O × ◎ × × ○ ??? × ×
17闘　　誤楊　　慎 1559明 × × × × × × × × × × × ×
??
13
× ×
18荘子解楊　　慎 1559明 × × × × × × × × × × × ×
??
14
× ×
19通　義朱得之 1560明中 ○ ×
???
○ O × ??? × O × × ○ ??? × ×
20翼　　荘古　　　登同　　　　ノ8・ 1566明中 × O × × × × × ◎ × × × × × × ×
21発　　覆釈性1通 1566清中 ○ × × × O × O × × × × O × × ???
22類　　纂沈　津 1567明末 × × × ○ O × O × × × × × × × ×
23口義補注張四維 1574明末 × ○ × × ○ × ○ X × × ×
???
× ○ ×
※1：日本版なので，対象から外す。
※2：注疏は㊧という文字によって区切る。
※3：園という文字を冠してから案文に入る。
※4：逡遙游篇のみ篇旨あり。
※5：原文を255章に分ける。
※6：閾誤のみ指摘する。
※7：反切のみ。
※8：内篇のみ篇旨あり。
※9：強意の目的で，語句の右側に「、」あるいは「○」符号を圏点する。
※10：内篇のみ篇旨あり。
※11：内篇のみ篇旨あり。
※12：上部欄外に簡単な評注を付す。
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※13：閾誤のみ指摘する。
※141句解のみ。
※15：目次が詳細。
※16：原文の右側に，字義を小文字で略示する。
※17：本稿No21で，筆者は「全体に体例上特記すべきものはない」と述べ
　　　たが，「ある」と訂正する。践文は南華発覆で発出するからである。
※18：内篇のみ篇旨あり。
⑳1578年一⑳1613年
　24：1578年，南華真経副墨，陸長庚，拠明万暦6年刊本影印。
　自序あり。自序末尾に「万暦戊寅」とある。このことから，依拠本は1578
年当時のものと判る。次に「重刻批点南華真経法」を載せる。強意の目的で，
原文の右側に「、」あるいは「○」符号を圏点する例は，既に本稿No13（明
版）に見えているが，本稿No24のように凡例として明示されたのは，これが
初めてである。　　　　　　　　　　　　重
　　　　　　　　　　難纂縫親
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵
一訓
　　p　l
帥南
????
　次に「南華真経音叶」を載せる。これは音注である。音注は原文中に小文
字1行あるいは2行で説明する。次に篇目がある。篇目は，「虚静活淡寂莫
無為」（見天道篇）から各1字を冠して8巻に分ける。例如：
　　虚字集巻之一下
　　　　斉物論第二
　　　　養生主第三
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　次に「読南華真経雑説」を載せる。この中で，著者は荘子に対する基本認
識を披渥する。本文は，段落毎に原文を載せてから，1字文下げて注釈をす
る（小文字2行）。大段落は，前掲の符号「一」（段絡）を用いて明示する。
文頭は改行なし。句読点もなし。篇旨あり。各篇末尾に「作乱辞」とことわっ
てから，4字句の韻語を載せ，これをもって各篇の総論とする。◎は重要語
句を示す。初出。
　25：1578年，南華真経批校，謝汝詔，拠中華民国国立中央図書館蔵，明万
暦6年崇徳書院刊本影印。
　史記・荘子列伝を転載して，序に代える。目次なし。本文は白文のみ。上
部欄外に小注あり（概ね簡略）。文頭の改行はない。句読点は，不完全では
あるが有る（句点と読点の違いを無視して，気の向くままに打ったのみ）。
篇旨は，簡略ではあるが有る。
　26：1588年，荘子翼，焦肱，拠明万暦16年長庚館刊本影印。
　四庫全書総目提要にいう二
　　体例与老子翼同。
　自序あり（末尾にいう：「万暦戊子」。これによって，該書は1588年初版
本とわかる）。次に，王元貞の叙あり。次に，荘子翼目録あり。目録は：
　　採撫書目（49種）
　　読荘子（焦紘の荘子総論）
　　本文
　　雑説（8種）
より成る。小注は，概ね採掠書目の順に従って，2字句の小見出し（2重括
弧）を付けた後に，諸家の説を引く。例如：
　　郭子玄註→郭注
　　楮氏管見→管見
　　劉須漢点校荘子→須漢
　　焦氏筆乗→筆乗
　文頭は改行なし。原文は句点のみあり。小注は句読点なし。篇旨は，内篇
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のみあり（諸家の説を引用したものが殆どである）。本書の体例上の価値は，
2文字の小見出しを設けることによって，読者の視覚的負担を軽減した点に
ある。句読点も，改行もない文字がダラダラと続いていたのでは，短い時間
内で内容を適確に理解することは容易ではない場合がある。
　　　　　　　　鱗難灘総
　　　　　　　　綴灘髄　非羅手駿1
　　　　　　　　則非若i僻聯測　鰍尊磯物賃　　　　　　　　鱒欝溝1
　　　　　　　　　　鰹1不鰯鱗1
ー???、?? ??麟儲
?????
凹到託漸－論
????
堀認→
?》??
???㌧??． 、｝?????????????? ???? ?????????? ???????????????ー???? ? ?
ー
?﹇｛ ー???????
　27：1588年，荘子通，沈一貫，拠明万暦問刊本影印。
　自序あり（末尾にいう：「万暦十六年」。1588年の初版本である）。次に
「読荘概弁」を載せる。目次なし。本文は，原文各段落毎に音注（小文字2
行）を施した後，原文と同じ大きさの文字（1字下げ）で解釈をする。文頭
の改行なし。句読点なし。内篇のみ篇旨あり。注釈書の多くは，諸家の説を
博引するのが常であるが，沈氏の場合は中国人には珍しく，終始，独自の見
解を述べて一書を成している。同年に出版された焦鉱の荘子翼とは対照的で
ある。
　28：1591年，荘子品節，陳深，拠明万暦19年刊本影印。
　自序なし。目次あり。目次の頭注（上部欄外）にいう：
　　全書三十三篇，今去譲王・盗顕・説剣・漁父四篇，存者二十九篇。
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　本書は，これ迄の注釈書には見られなかった斬新な工夫が種種施されてい
るので，体例的には面白い資料といえる。本書は：
　　篇名
　　篇旨（小文字2行）
　　原文
　　注釈（小文字2行）
の順で構成されている。これだけならば，何の変哲もない資料なのであるが，
読者の好奇心を煽るような小細工が随所に見られ，これが為に，新鮮な温も
りが伝わってくるのである。厳霊峯はいう：
　　順文作解，不採他説，並加眉評・圏点・考注，尚称簡要。（見老列荘二
　　子知見書目，中編1dg頁）
　では，どのような小細工が施されているのであろうか。以下：
　　頭注
　　圏点
　　髪注（音注を含む）
　　其の他
の4方面から説明する。
　　〔頭注〕
　上段欄外に，小文字で原文要旨・
批評等をする。毎行4字。
?｝?????難段鐸丞ーー
ー?ー，。，ー?
薬???????????，
｛????ー? ???ー??? ???耀至．
覗???????
??? ?
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???????????????????????????????????????
??
???????????????? 、 ????? ?? ?? ???????? ?
????
??????????
???
?????
?? ?? ?? ??????? ????? ?
? ?? ??? ? ????…????
※1：□□□□
※2：自自自［〕　2から5までは，1字毎に1点打つ。初出。
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　　　　ヤ　　ヒ　　ち　　ヤ
　※3：□□□□
　　　　の　の　の　の　※4：□□□□
　　　　り　　も　　り　　も　※5：□□□□
　　　　のののののののの　※6：□□□□
　　　　もりもももめりめ　※7：□□□ロ
　　　　ヒロちりしもしり　※8：□□口□
　　　　のりのりのもく　も
　※9：□□□□
　　　　　りしく　ヒのヤく　ち
　※10：□□□□
　　　　　※111□□□□
　　　　　※12：□□□□
　　　　　※13：□［コ
　　　　　　※14：□□
　　　　　　※15：□ロ
　　　　ロこコロロ　※16：□□□□
　　　　の　の　※17：□□
※・8：苗
初出。
6カ・ら10までは，
初出。
初出。
初出。
初出。
1字毎に平均2点打つ。初出。
語句（多くは名詞句）。
固有名詞。
普通名詞。
架空の普通名詞。
語句。初出。
固有名詞。初出。
固有名詞。初出。
〔勇注〕音注を含む。??????????? ???????
????
※1：原文右側に，小文字で注記する。
※2：2から6は音注。2は，原文下部に小文字で同音の文字を記す。
※3：原文右側に，小文字で声調を記す。
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※41原文下部に，小文字で声調を記す。
※5：原文下部に，小文字で同音の文字を記す（音□□）。
※6：原文右側に，小文字で同音の文字を記す（音□）。
※7：原文下部に，小文字で反切を記す。
　〔其の他〕
①
翻宗
也、
蓉
?????
　
?????????????」??? ． ???
③
??? 、 ??、??． ．?? ? 。 ???
???
－
則知之故
⑤ ．??ー???????? ???塁??????????????? ?? ? ???? ?? ? ???? ?，刈知之故日
彼出
??????
????
???．?
※1：□□□□1　段落を示す。初出。
※2：□□□O　　段落を示す。初出。
※3：□□。○□　記事の区切りを示す。
※4：□□□㊧　　対比上，重要不可欠の文字であることを示す。例如：
　　　　　　　　　物無非＠。物無非⑧。中心を成す重要語句である
　　　　　　　　ことを示す。例如：
　　　　　　　　　世之所貴道者㊨也。書不過語。㊥有貴也。語之所
　　　　　　　　貴者㊨也．
※5：大段落を示す数字。上部欄外に数字を記す。初出。
※6：厘団　　　　術字であることを示す。原文下部に，小文字で「二字
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　　　　　　　　術」と記す。初出。
　※7：厘団　　　　誤字であることを示す。原文下部に，小文字で「二字
　　　　　　　　誤」と記す。初出。
　文頭は改行なし。句点のみあり。読点なし。篇旨あり。践なし。
　29：1597年，荘子膏盲，葉乗敬，拠中華民国国立中央図書館蔵，明万暦42
年刊本影印。
　自序あり。簡単な目次あり。頭注・圏点・毒注あり。前述の荘子品節（陳
深）と比較すれば，全体に単調は免れないが，頭注部分に少しだけ進歩がみ
られる。以下，頭注・圏点・肇注を説明する。
　　〔頭注／
　荘子品節の場合は，先ず大段落を数字で示し，次に其の中の小段落を適宜
（1乃至数回に分けて）評釈するのであるが，荘子膏盲はそういう方法は採
らないで，各篇の大段落を「第□段」と数字で示し，且つ各段の評釈を1回
にまとめてするのである・初出。
　大段落は，天地篇のように13段もあるのは例外であって，平均すれば6～
7段が普通である。大段落の評釈は，有ったり無かったりで一定しない。厳
霊峯はいう：
　将荘子文章分段，毎行略加毒注，或有或無。　（見老例荘三子知見書目・
　中編112頁）
　研究者の立場から言えば，「或有，或無」では困るのである。「無い」の
であったら，何故に「無い」のかを明記して欲しいのである。とまれ，大段
落を「第□段」と表記し，且つ1回の評釈にまとめた点は，評価できよう。
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轟???????
???，?? ?????．? ???．??， ．????、．???
??灘奉
?????????? ????????????．?
??????????????????????
??? ???? ???????? 、?? ???? ー ?? ? ? ? ?? 」 ー
嘉・
?????　　　　　　②
　　　　　藝
　　　　　馨
　　　　　霧
本稿No28の確圏点〕で既出。4は新型である。初出。
????????????????
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　　①
日ドi 日
???
※1～3
　　〔勢
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??????????
邦脅府
糞鐵
毒
????静食恥堵
???????
???
????
⑤
朗縁
???????? ?
※1－3は，本稿No28
の〔労注〕で既出。1
は勇注。2－4は音注。
4は新型である。初出。
※5のように，二転三
転と展開する思索の流
れを明確にする為に，
「［コ転」と勇注するの
も新型である。初出。
　荘子膏盲は，文頭の改行なし。句点なし。読点のみあり。篇旨なし。蹟な
し。
　30：1597年，荘子南華真経，呉勉学，拠東京・文求堂印行・明新安呉勉学
校刊本影印（厳霊峯：原本は中華民国国立中央図書館と国立中央研究院が所
蔵する）。
　筆者が私蔵するのは，東京文求堂が昭和7年に印行した明版の影印本であっ
て，内外雑3冊の内「雑篇」のみを存す。厳霊峯はいう：
　無注，分内外雑三篇，毎篇均附「難字音義」。首有河南郭象子玄序。
また，「難字音義」については，次のようにいう：
　非専著。　（以上見老列荘三子知見書目・中篇112頁）
「雑篇」から判断すると，注釈はない。原文を転載しただけで，篇旨なし，
文頭の改行なし，句読点なし，蹟なし。巻末に音注がある。音注は文字下部
に小文字2行で「音□」と注記する。体例的には，全体的に見るべきものは
ない。音注を巻末に一括した点は新型であるが，読者にとっては不便である。
　31：1599年，南華経品節，楊起元，拠明刊本影印（厳霊峯：日本内閣文庫
・美国国会図書館並蔵）。
　自序なし。目次なし。本文は，頭注・圏点・妾注あり。
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　〔頭注〕
本文上部欄外に，各段落の要旨を評釈する（小文字数行，毎行3字〉。
　〔圏点〕
　　　の　の　の　の　1：□□□□
　　　も　　り　　り　　も
　2：□□［コロ
　　　のののののののの　3：□□□□
　　　もやもりりりりり　4：□□□□
　　　のりのりのりのも
　5：［コロロロ
　　　のち　レし　　ヒのヤ
　6：口□□□
　　　ししししヒヒヒヤ　7：□□□□　初出。
　8：□□□□
　　　　9：□□　　　固有名詞。普通名詞。
　10：□□　　　固有名詞。普通名詞。
　11：［コロ　　　固有名詞。初出。
　　　ロニコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ
　12：□□　　　語句（追加，13：□□初出）。
　〔妾注〕音注を含む
勢注はない。原文下部の小注はある（小文字2行）。
　①②※1：原文下部に，小文字（2行）で同音の文字を
筍　置　　記す（音□〉・
瀦締　※2源文下部に，小文字（2行）で同音の文字を
　　　　也嵯
　　　　　兎　　　　　　記し，且つ其の意味を述べる（音□□□也）。
　〔其の他〕
①則上　②嚢端　③夏
　　　　　無　　子陸　　産
　　　　　道　　　　　調　為
　　　　　　　　　　　　　　　　客
　　　　　　　　　　　　　　　　　；
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　※1：重要語句，強調語句等を示す。
　※2：段落を示す。
※3：段落を示す。
　文頭の改行なし。句点あり。読点なし。篇旨あり。蹟なし。
　32：1600年，荘子南華真経文髄，黄洪憲，拠明刊本影印。
　自序なし。他序あり。目次あり。題に「新刻葵陽黄先生南華文髄」という。
本書の体例は：
　　1：篇名
　　2：大段落標題
　　3：原文（圏点・考注を含む）
　　4：注釈（頭注・諸家集註を含む）
より成る。以下，順に説明する。
　　〔篇名〕
　　内篇□□
　　外篇□□
　　雑篇□□
とのみ記して，番号はない。篇旨もないも
　　〔大段落標題〕
　各篇の大段落には，標題を設ける。例えば，斉物論篇の場合は：
　　三籟啓教
　　有情而無形
　　愚者以無有為有
　　因是因非
　　環中以応無窮
　　知通為一
　　貴疑不貴耀
　　有而復適於無
　　聖人無珍
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　　四問四不知
　　至人以生死為大夢
　　和之以天傷
　　喩神不可知
という。れこれを，参考のために，南華真経章句音義（本稿No9，1084年）
と比較してみると，章句音義では：
　　斉我
　　斉智
　　斉是非
　　斉道
　　斉治
　　斉物
　　斉死生
　　斉同異
　　斉因
　　斉化
という，標題というのは，当然のことながら，著者のセンスと深く関わるも
のである。例えば，黄洪憲の文髄などは，文学と哲学がうまく融合している
一例であり，陳景元の章句音義の場合は，文学的センスは皆無で徹頭徹尾哲
学的である。
　体例もまた煎じ詰めれば，著者のセンスの表れなのであって，思索の深浅
と美意識の高低が，いろいろな体例を作り出してきたように思えるのである。
　　〔原文〕
　原文は，必要に応じて小注（小文字2行，簡にして要）を付す。肇注は小
注と音注がある。音注は：
　　1：文字の右辺に「音□」と記す。
　　2：文字の右辺に声調を記す。
以上2種のみ。圏点は：
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　　　の　の　のの　　1：□□□□
　　、，晶晶
以上2種のみ。大段落が終了すると，諸家の注釈を転載する（1字分下げる）。
　　〔注釈〕
　先ず，諸家の名を原文と同じ大きさの文字で大書する。例：
??????? ??? ?? ???《? ??．? ?? ???? ??? ? ?? ?? ?? ?? 、??? ?? ．辮騰
然る後に，諸家（陸西星・李衷一・焦満園の3人）の引用が続く。引用は各
段落ごとに1説のみ。頭注は，郭象・劉辰翁・楮伯秀・陳景元・呂吉甫・羅
勉道・王雰・林疑独・李光緩・焦紘・林希逸等斯道の大家の説を多く引く。
自説と引用を半半に混ぜて頭注となす。
　原文は句点あり，読点なし。諸家の引用・頭注・小注ともに句読点なし。
文頭の改行なし。践なし。
　33：1602年，荘子解，李賛（字・卓吾），拠明万暦43年刊本影印。
　自序・他序・目次ともになし。僅かに内篇のみ評注する。本書は：
　　1：篇名
　　2：篇旨
　　3：原文
　　4：評釈
より成る。篇旨は：
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迫遙遊第一
斉物論第二
養生主第三
人問世第四
徳充符第五
大宗師第六
応帝王第七
??????????????
　原文は，頭注なし，圏点なし，音注あり。音注は，該当文字右辺に小文字
で同音の文字を記す。評釈は，大段落末尾に原文と同じ大きさの文字（1字
下げ）で記す。
　原文・評釈ともに，文頭の改行なし。句読点なし。蹟なし。
　34：1605年，南華真経評註，帰有光批閲・文震孟訂正，拠明天啓4年竹鳩
刊本影印。
　自序なし。他序あり（察毅中・郭象・焉夢禎）。また，司馬遷の荘子列伝
を付す。目次あり。本書は：
　　1：篇名
　　2：篇旨（内篇のみ）
　　3：原文（圏点・小注を含む）
　　4：評釈（頭注・脚注・篇末の評を含む）
より成る。
　　〔篇旨〕
　郭象注の篇旨を転載する。内篇のみ。
　　〔原文〕
　数語毎に小注を付す（小文字2行〉。圏点は豊富にある。その数は，前述
の荘子品節（本稿No28参照）よりも多い。ただし，凡例がないので圏点の主
旨が判然としない。例如：
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??????????????????????????????????????④
???????????????，?????? ? ? ???? ? ? ?? ? ? ?????? ???????
??????????????????②
??????????? ?・火?、、????????????? ．??
????????????? ?????
????????????????????????????? ????…??? ? ???????。??? ? ? ???《．??? ?? ??? ????????? ?????? ?????? ??? ??? ? ??? ??? 」 ． ．??????
⑲⑱ ??????????? ? ? ???? ???????????????? ?? ??????? ?? ????? ? ??? ?? ? ?? 、?? ? ? ? ? ? ?? ? ?? 。 ．?? ?????????????????????????????????????????? ． ． ．?????????? ??????醗??????????
?????????? ??? ???????????? ?????? ??????
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?????????????????????? ???? ? ???? ?? ． ? ? ． ?? ? ? ?
???⑱
?????????????? ????????? ?? ? ??
???????? ?? ．
?????? ????．??????
⑳??
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　　　　　　　　　　　　※1：□□□□　初出。
　　　　の　のの　の　※21□□□ロ
　　　　ヒ　　ち　　ヒ　　し
　※3：□□□□
　　　　　　　　　　※4：□〔］□□
　　　　　　　ム　　　　　　　※5：□□□□　初出。
　　　　り　　も　　も　　り　※6：□□□□
　　　　の　　　の　　　※7：□□□□
　　　　　ヤ　ヤ　い　ヤ　※8：□□□□
　　　　も　セ　ヒ　ち　　※9：□□□□
　　　　め　り　も　も　※10：□［コロロ
　　　　の　の　の　の　　※11：□□□□
　　　のヒのヒのヒのし
　※12：□□□ロ
　　　　ヒのヒのヒのいの
　※13：□□□□　初出。
　　　のりのりのものり　※14：□□□□
　　　　◎b◎b◎b◎b　※15：□［コロロ
　　　　　ち　り　ヒ　い
　※16：□□□□
　　　　し　ヤ　し　ち　　※17：□□□□
　　　　　　　　　　　　　※18：□□□□
　　　　　　　　　ム　　　※19：□□□ロ
　　　　ヒのヤ　しのち　
　※20：［コロロロ
　※21：□□□□
　　　　　※22：□□□□
　　　　　※23：□□□ロ
　　　　ヤ　　ヒ　　し　　ヤ
　※24：□□□□
　　　　　　　　　　　　　　
　※25：□□□□
　　　　　※26：□〔コロロ
　　　　　し　し　い　し
　※27：□□□□
　　　　し　い　ヒ　し　
　※28：□〔コロロ
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　 　 　　　初出。
　　 　　 　初出。
　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
　　 　　 　初出。
　　　　　　　　初出。
　　　　　　　初出。
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???????????：□□□ロ
コし　しコしコし
1□□□□
じじルれ：□□□ロ
　ヒ　　ヒ　　ち　　し
：□［コロロ
　　　　　　　　　　　
：□□□□
　しムヒ　ヒ　め
：□□□ロ
セ　ヒ　ヒ　ち　
：□□□□
???? ?? ?? ?? ??????
　　　：□□［コロ
　　　：□□□□　初出。
　　　　し　　ヤ　　し　　ち
　　　：□□□□　初出。
　　　：□□　　　固有名詞。
　　〔評釈〕
評釈は，頭注・脚注・篇末の評より成る。
頭注は（毎行小文字6字）は，諸家の説を豊富に引く。脚注（毎行小文字
3字）は，音注及び語釈。音注は例如：（※ママ）
　　悶音門不覚貌
　蝿音條司馬云学鳩小鳩也
　整子号反碑也
篇末の評は，先ず諸家の姓名を載せる（原文よりも1字下げ）。次に原文
よりも4字下げて評を転載する。
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　　〔其の他〕
　　　　①　　　　　　　　②　　　　　　　　③
　　　　鰍　　　聾　　　1
　　　課　　　　箋：　　　　登
　　　　懸之則　　　　　　　　　使・　　　　　　　　　名
　　　捗鰻　　　　　　　　　復。　　　　　　　　　爲　　　粧負井　　　　　　　　　陽G　　　　　　　　　鯉　　　　撚叙　　　　　　　　　　也・　　　　　　　　　　鯉
　　　舷也滝　　　　　　　　　　　7其　　　　　　　　　　　　之　　　観牽：　　　藩　　　　索
　　　1纏：　　　　篇　　　　翌
　　　構振・　　　　　　融　　　　　　　幾
　　　鰍於・　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　　千　　　盤　　　　麹　　　　量
　※1：□□□旦段落。
　※2：□□□□1段落。
　※3：□□◎□　強調。
　郭象注の序には，句点（。）がある。司馬遷の荘子列伝以下原文（小注を
含む）には，ピリオド（・）を打つ。このピリオドは，句点と読点を兼用し
ている。頭注・脚注・篇末の評には，句読点なし。篇末の評以外は，文頭の
改行なし。蹟なし。以下，参考の為に本文1葉を載せる。例如：
　　　　　　　　　　　　　囑嬬3繕望講
　　　　　　　　　　　　　毎賂鞭甑
　　　　　　　　　　　也又へ”ム田》　＾副ム予証也小不・尉ト・
　　　　　　　　　　　1蕪灘i錨
　　　　　　　　　　　灘1繍讐叢繋
　　　　　　　　　　　撚重繍難
　　　　　　　　　　　棚御需ム縦繊灘
　　　　　　　　　　　購緯鑓詩、繍副
　　　　　　　　　　　」城之鑓坦ム役ム孫ム諸ム碕始拶無褥
　　　　　　　　　　　　　し・ヌ鳳鐵1ノ柵　　　　　1
一252一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の2》
　35：1611年，古蒙荘子校釈（※原書名：古蒙荘子），王継賢訂正・呉宗儀
校釈，拠中華民国国立中央図書館蔵明万暦39年刊本影印。
　自序あり（王継賢序・呉宗儀序）。次に、司馬遷の荘子列伝を引く。次に，
荘子小像を載せる（初出。裏頁に漆園居士張某の賛あり）。目次あり。厳霊
峯はいう：
　　白文無注，惟毎篇之末附有「音釈」。　（見知見書目・中編119頁）
　本書は，原文と音注より成る。頭注・脚注・圏点共になし。語句の注釈な
し。篇末に，音注を一括して付す。この方法は，本稿No30（1597年，荘子南
華真経，呉勉学）で初出しているが，いちいち篇末を参照しなければならな
いので，不便である。音注は，該当する文字の下に，小文字2行で記す。
　天下篇末尾にいう：
　徐行句読。
句読者を明示したのは，本書が最初。ただし，実際は句点「。」のみで，読
点はない。文頭の改行なし。大段落終了毎に，句点でしめくくる。そして，
次の大段落は，改行なしで原文が始まる。篇末の音注は，句点なし。篇旨な
し。蹟なし。
　36：1612年，南華経因然，呉伯与，拠明刊影印。
　序なし。目次なし。本書は：
　　1：篇名
　　2：篇旨
　　3：原文
　　4：注釈
より成る。以下，説明する。
　※1：篇名は，例えば迫遙遊篇第一は遣遙遊としるす。以下同じ。篇名下
　　　部に，小文字2行で小注を付す篇と付さない篇がある。
　※2：篇旨は，篇名より1字下げた位置に記す。文字の大きさは，原文と
　　　同じ。篇旨の内容は，十中八九は呉伯与の説で占められているが，
　　　老子・仏典も少し引く。
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　※3：原文は，大段落毎に区切る。大段落末尾に，小文字2行で音注・語
　　　釈を載せる。
　※4：注釈は，原文大段落毎に1字下げた位置に記す。文字の大きさは，
　　　原文と同じ。諸家の説（仏典を含む）を引く時，あるいは話題を変
　　　える時には，句点を大きくした丸「○」を用いて区切る。
文頭の改行なし。圏点なし。句読点なし。蹟なし。
37：1612年，荘子玄言評苑，陸可教撰・李廷機訂，拠明刊本影印。
序なし。目次なし。本書は：
　　1：篇名
　　2：篇旨
　　3：原文（小注・労注・大段落末尾の評釈及び圏点を含む）
　　4：頭注
より成る。以下，説明する。
　※1：（篇名）は，例えば「迫遙遊第一」と記す。以下，同じ。
　※2：（篇旨）は，外物第二十六・譲王第二十八・盗距第二十九・漁父三
　　　十一以外には全部ある。小文字2行。
　※3：（原文）は，大段落に区切った原文部分と其の評釈より成る。原文
　　　語句下部には小注・右横には髪注あるいは圏点を付す。1小注は1語釈
　　　　・音注（小文字2行）。労注は，小注よりも小さい文字（1行）で
　　　添える。圏点は，如下：
　　　　　の　の　の　ぐ　　　　　□□□□
　　　　　も　　り　　り　　り　　　　□□□□
　　　　　む　も　の　り　　　　□□□ロ
　　　　ユ　　 ロロ　　　固有名詞・普通名詞。
　　　　□□　　　固有名詞。
　　　また，強調を要する語には，円形の符号で括る。例如：
　　　　　物無非⑳物無非⑧自彼則不見。
　　　　　自知則知之。
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　　　　評釈は，大段落末尾に一括して設ける（小文字2行〉。諸家の説を
　　　　引く時は，句点よりも大きい丸で区切る。例如：
　　　　　　・…仲尼也○郭象音云……
　※41（頭注）は，小文字毎行7字。諸家の説を多く引く。
　文頭の改行なし。原文は句点のみあり。小注・髪注・評釈・頭注ともに句
読点なし。践なし。
　38：1612年，南華経精解（原書名：二経精解。「二経」とは，「道徳経」
と「南華真経」をいう。），陳諮典，拠明万暦45年刊本影印。
　自序なし。他序2篇あり（「序陳孟常二経精解」焦紘，「孜如歯先生二経
精解」楊九経。孟常・如闘は，陳整典の別号。書中，「焦紘放定・楊九経参
訂」という。）。目次あり。本書は：
　　1：篇名
　　2：大段落標題
　　3：原文（小注・彦注・大段落末尾の評釈を含む）
　　4：頭注
より成る。以下，説明する。
　※1：（篇名）は，例えば「内篇迫遙遊第一」と記す。外・雑篇も「外篇
　　　　□□第□」・「雑篇□□第□」という。篇旨はない。
　※2：（大段落標題）とは，各大段落の内容に相応しいタイトルの謂であ
　　　　る。例えば，遣遙遊篇の場合は：
　　　　　　鵬鳥図甫
　　　　　　喩所見者小
　　　　　　小大之弁
　　　　　　許由辞禅
　　　　　　真人陶鋳尭舜
　　　　　　物各有宜
　　　　という。このタイトルは，目次に予め記載されている。
　※3：（原文）部分は，大段落毎に分段されている。大段落は，《原文→
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　　　小注・勇注》と《大段落評注》より成る。原文下部に，小文字2行
　　　の小注を付す。原文右横に，必要に応じて勇注を付す。労注の内容
　　　は，音注である。音注は，「音□」とのみ記す。大段落末尾の評注
　　　は，1字下げで，小文字2行。宋・明の諸家の説を多く引く。
　※4：（頭注）は，毎行小文字8字。大段落末尾の評釈と同様，宋・明の
　　　諸家の説を多く引く。大段落に対応させて配置する。大段落最初の
　　　2字をとって，頭注のタイトルとする。例えば，迫遙遊篇の最初の
　　　大段落頭注タイトルは，「北冥有魚」から：
　　　　　（北冥節〉
　　　という。
　分頭の改行なし。原文は，句点のみあり。圏点なし。小注・募注・頭注と
もに句読点なし。蹟なし。
　39：1613年，荘子翼評点，董懲策，拠清光緒32年刊本影印。
　本書は，厳霊峯に依れば，清・康煕年間（1662－1722）に朱筆入りの原稿
があったという（李師周旧蔵）。それに基づいて，光緒32年（1906），会稽
董氏取斯家塾が公刊したのが，本稿の依拠本（光緒版）である。光緒版には，
董金鑑の序があったそうであるが，筆者の所蔵する其の影印本には見当たら
ない。目次なし。厳氏はいう：
　依焦紘「荘子翼」本加眉評並圏点在「董氏叢書」内按：光緒間刊本有光
　緒三十二年六月董金鑑序。清康煕間朱批原稿本（李師周旧蔵）。清光緒
　三十二年会稽董氏取斯家塾刊本。　（見前掲知見書目・中編121頁）
　本稿No26（1588年，荘子翼，焦紘〉と照合してみると，本書は，まちがい
なく焦紘の荘子翼を評釈したものであると解る。評点の「評」を評釈の謂と
すれば，「点」は圏点であろう。ただし，本書には圏点はない。
　本書は，原稿本を彷彿させる目的で作製したもののようである。原稿本は，
荘子翼を書写（諸家の注は全録あるいは抄録〉したのち，朱筆もしくは藍筆
で書き入れをし，かつ圏点を打ったものと推測される。本書は：
　　1：篇名
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　　2：篇旨
　　3：大段落のタイトル
　　4：評釈
より成る。以下，説明する。
　※1：（篇名）は，例えば，「遣遙遊第一」という。以下同例。
　※2：（篇旨）は，内篇はある。ただし，徳充符第五はない。
　※3：（大段落のタイトル）は，冒頭の数句を冠してタイトルとする。例
　　　　えば，迫遙遊第一は：
　　　　　北冥有魚、其名為鰻……。
　　　　の冒頭4字に拠って，
　　　　　北冥有魚節
　　　　とするのである。以下同例。
　※4：（評釈）は：
　　　　　董懲策の評
　　　　　諸家の注
　　　　より成る。《董慾策の評》は，2種ある。1つは，頭注もしくは大
　　　段落末尾に配置されたであろう所の注。もう1つは，労注である。
　　　前者は，朱筆で評したものは評の下部に「殊筆評」と記し，藍筆で
　　　評したものは「藍筆評」と記す（小文字2行）。後者は，例えば，
　　　北冥有魚節の場合は：
　　　　　著一背字化得更大翼可想見
　　　　と評してから，小文字2行で：
　　　　　藍筆注鵬之背勇
　　　　と記してある。これは，原文：
　　　　　其名爲鵬，鵬之背不知其幾千里也。
　　　の「鵬之背」部分右横に設けた勇注なのであろう。《諸家の注》は，
　　　全録と抄録がある。全録の場合は，例えば「管見」（※楮伯秀の南
　　　華真経義海纂微を指す）とのみ記して，其の下部に小文字2行で：
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平木真快
　　　　　　全録
　　　　と付記する。管見の内容を知りたい時は，焦紘の荘子翼を参照すれ
　　　　ばよいのである。抄録の場合は，例えば「呂註」（※呂恵卿の荘子
　　　　解を指す）とのみ記して，其の下部に小文字2行で：
　　　　　　自尭言之至将見其不得也
　　　　と付記してある。これは，「尭譲天下節」の呂註抄録であることを
　　　，示している。
　文頭の改行はない。ただし，篇名とタイトル「□□節」は，1字上げにし
てある。タイトル下部は，1字分空けてから評釈に入る。第2行以下は，一
様に，標題よりも，1字下げた位置で続く。句読点はない。蹟なし。
1991－09－26其の2浄書，待続。
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